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沿革

昭和58年4月1日 豊橋短期大学開学

（幼児教育科・秘書科）

平成8年4月1日 豊橋創造大学開学

豊橋創造大学短期大学部に名称変更

平成10年4月1日 豊橋創造大学短期大学部

秘書科を同実務教育科に名称変更

平成17年4月1日 豊橋創造大学短期大学部

キャリアプランニング科開設

（公務員・ビジネス・医療事務・調理師の4コースを設置
している）
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教養教育・教養試験対策

キャリアプランニング科（女子のみの学科）

幼児教育・保育科（男女共学の学科）

教養教育はキャリアプランニング科教員が両学科
共通に行う科目も多く存在しています。

キャリアプランニング科では

入学準備学習・教養試験対策などの内製化を実施
している。
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高校時代に諦めても
短大でまた取り返す

開始してから4年目で

幼児教育・保育科

キャリアプランニング科

公務員試験1次試験合格者増

筆記試験の難しい大手企業に内定も増

といった成果をあげている。

勉強を諦めない姿勢が身に付き始めた
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単なる試験対策では
内定はおぼつかない

教養試験の対策をしながら

社会人基礎力の育成にも力を注いでいます

↓

教養試験対策にも

アクティブラーニングを導入

↓

小さなところからコミュニケーション力を

身につける努力をしよう！
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アクティブラーニングとして
プロジェクト活動

答えの用意されていない課題に取り組むこ
とによって、自主性や創造性、さらには
リーダーシップや他者との協働がいかなる
ものであるのかを実地体験を通して学びと
いう活動をする時間があります。

これは地域産業界連携教育力改革プロジェ
クトの一環です。
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「アクティブラーニングを通した教育力形成」

• 本補助事業は、産業界ニーズに対応した人材育成を大学
や短期大学などの高等教育機関で実施するための体制
整備を進めるための補助事業として、平成24年度に文部
科学省に創設された事業です。

• 中部圏では、「アクティブラーニングを通した教育力形成」
「地域・産業界との連携力形成」を目的とした事業を中部
圏23大学の共同事業として申請して採択されました。

• 中部圏23大学では、主に教育力を探求する「東海A（教育
力）チーム」、産業界ニーズ把握方法を探求する「東海B
（産業界ニーズ把握）」、「北陸地域チーム」、「静岡地域
チーム」の4グループに分けて、教育方法や産業界ニーズ
把握方法について考え方や方法論を取りまとめるとともに、
それらを共有することによって、教育力向上を目指す事業
になっていました。
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④ 4つの教育事業
本学が取り組んだ取り組みの紹介

・メンタルタフネス講座

・自己理解促進プログラム

・地域企業連携プロジェクト

・３者間協働インターンシップ（学部）

アクティブラーニングの手法を使った教
育経験の共有（短大）

4大と短大の違い
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東海Aチーム
（教育力）

名古屋商科大学

三重大学

愛知産業大学

椙山女学園大学

中部大学

豊橋創造大学

豊橋創造大学短期大学部
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失敗事例

これからアクティブラーニングが大学教育界
に広がり深まるときに、どのような躓きの石があ
るかを知り、これを注意深く吟味しながら教育を
設計することができるようになるための知識化
を試みています。

それが失敗の原因と結果のマンダラであり、
典型的なケース集です。（まえがきより）

つまり

初めてのことはうまくいかないから、乗り越える
べき壁を例示したもの
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なるほど
誰もが通る道です

①学生間の温度差

②教員の関わり方

③評価の困難さ

④客観性の欠如

⑤能動的学修の一過性
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成功よりも失敗は
共感を得やすい

とりあえずやりましょう

↓

振り返り

↓

授業改善を行う

↓

そのための失敗事例
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まとめると見えてくる

それぞれの事例に

それぞれの対応事例を掲載しました。

ただ、これがすべての事例に適応するとは限りま
せん。

つまり

・・・マニュアルではないのです！！
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マニュアルを求めてしまうのは
方法論に陥りがちだから

アクティブラーニングがそもそも方法として定
義をされたので、

・グループワーク

・プレゼンテーション

・ディベート

・振り返り

など手法ばかりに気を取られているのですが
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失敗事例に対する処方箋はない
ただ、共通して言えるのは

問題が起こった

↓

学生の状況をよく見た

↓

対応した

原因は学生にあっても責任は教員にある
＝教育に責任を持つ
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目の前の学生をよく見ること
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• 目の前の学生が何のために座っているの
か？を考えてアクティブラーニングを実践する
ことが大切です。

学生のニーズをとらえることは

決して学生におもねることではなく

学生に受け入れられる講義をすることは

講義の質を高めることにつながります



アクティブラーニング
学生のやる気にスイッチを入れること、その

きっかけがアクティブラーニングなのです。

教室の中がやる気の雰囲気で満たされている講
義は素晴らしいです。

そういった講義は質が高くそして

人に見せることもできます

学校にとって大切な財産になるはずです。

（商品と言ってもよいと思います）
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アクティブラーニングについての
学内FDの講演を担当しました
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• アクティブラーニングを取り入れましょう

というFD講演を学内に向けて行いました。

授業案を作り皆さんに提示をしました。



なぜ、授業案なのか？

• 授業案は

目標と

講義の内容と所要時間

想定される学生の反応を書きます

暗に「目の前の学生のことを見てくださいね」

というメッセージを発信しました
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先生方の反応

• 自分の講義はアクティブラーニングなのか？

という質問をいくつもいただきました。

「学生が自ら学ぼうという姿勢になっていれば
アクティブラーニングです」

とお答えしました。

講義経験の長い先生は、動機づけだけで学
生をやる気にすることができます。
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事務局の方のおかげ

このFD講演は高い出席率でした。

事務局の方が日程に工夫を凝らして

・成績の締切日の午後

に設定をしてくださいました。

告知も頻繁にしてくださり、高い出席率を数えるこ
とができました。

教員と事務局のつながりも学内では大切なことで
す。
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アクティブラーニングが
上手くいっているか？

見分けるコツは

一見しただけではわからないし

結果が出るまで見極めがつかない・・・

そんなときの見分け方があります・・・・
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